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Three cruises conducted off the coast of Cape Danley, East Antarctica, in the austral summer of 2007/08, 
2008/09, 2009/10 season.  In the 2008/09 season, training ship of Tokyo University of Marine Science and 
Technology performed hydrographic observation along three lines.  Identical water which contains low oxygen 
was clearly detected in the bottom water.  The vertical profiles of Dissolved Inorganic Carbon in bottom water 




のもと、東京海洋大学の研究練習船「海鷹丸」の 2008年度遠洋航海の一部期間（2009年 1月 7日～2月 6
日）において南大洋における観測航海が実施された。この航海では、ケープダンレープロジェクト（PI:北大低
温研・大島慶一郎教授）に関連する観測が、東南極ケープダンレー沖で実施された。また、この航海の１年前






















図 1. （左図） 観測海域および観測点 
図 2. （右図）図２．Line-IIの DO鉛直断面図 










Shelf Water(SW)を起源とした Antarctic Bottom 
Water(AABW)が沈み込む様子を明瞭に捉えてい
る。 







層に分布する Modified Circumpolar Deep 
Water(MCDW)の nTIC より約 10μmol/kg程度低
い。一方、表層の Shelf Waterの nTICは 2110～
2220μmol/kg と MCDW よりも一様に低く、しかも
変動が大きい。これは、局所的に強い一次生産の
影響を受けた結果と考えられる。北出ら(2009)は
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図 3.  （上図）Line-IIで得られた表層～4000mの 
nTICの鉛直分布 
図 4.  （下図）Line-IIで得られた表層～500mの 
nTICの鉛直分布 
 
